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【日時】 H28.9.17（土）14:00-17:00  【会場】 イオン東海店 1 階 フードコート内  【参加者】 7 名 

第 28回「ふれあいトーク」当日のやりとりコメント 

 

 
【１】 側溝の清掃について 

先日の台風９号の影響で，自宅の近くの住宅（３軒）が床下浸水の被害に遭った。側溝を広げて

欲しいとは言わないが，土がたまっている場所をせめて掃除して欲しい。 

⇒ 【村長コメント】 

今回の台風は，村内様々なところで被害が出たため，点検が必要な場所がある。担当課に伝

え，まずは現場を確認する。 

 

 

 

【２】 議会の中継放送について，各コミセンのイス設置について 

 【議会の中継放送について】 

議会の中継を自宅でも見られるようにして欲しい。 

⇒ 【村長コメント】 

   議会との調整が必要になると思う。議会側に意見として伝える。 

 

⇒【議会事務局コメント】 

 本村では，年４回ある定例会の様子を各コミュニティセンター，役場玄関ロビー，総合福祉セン

ター「絆」の計８ヶ所でライブ中継を行っております。 

 また，議会開催日から約１０日程度の遅れとなりますが，会議の様子を議会ホームページから閲

覧できる「録画中継」がございますので，ご利用いただければと思います。  

 なお，インターネット等で議会中継をリアルタイムで視聴できるシステムについては，将来的に

は導入すべき検討課題であると認識しているところです。 

 

 

 【各コミセンのイス設置について】 

   体が不自由なため，コミセンの玄関にイスを設置して欲しいと要望したところすぐに対応してく

れて，とてもありがたかった（石神コミセン）。他のコミセンは調べていないが，もし設置してい

なかった場合に同じように設置することは可能か。 

⇒ 【村長コメント】 

   担当課に伝え，まずは状況を確認し対応する。 

 

 ⇒【自治推進課コメント】 

    他のコミュニティセンターにも既に設置しております。 

 

 

【３】 水害時の避難について，村公式アプリ「こちら東海村」の配信内容について 

 【水害時の避難について】 

  ・台風など水害が予想される際に，避難要支援者のためにバスを用意することは出来ないだろうか。 

・水害が予想される地域（川根地区や竹瓦地区，亀下地区等）で，一人暮らしの高齢者や体の不自

由な方をあらかじめ把握しておいてはどうか。役場職員だけでなく，できれば民生委員にも協力し

て欲しい。 

⇒ 【村長コメント】 

  ・バス自体の確保は出来ると思うが，運転手の確保が難しいと思う。また，避難途中になにか事故

が起きてしまったときに，誰が責任をとるのかという問題が出てくる。 

・村としても要支援者の現状を事前に調べておくことはできると思う。 
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【村公式アプリ「こちら東海村」の配信内容について】 

  アプリがスタートし，情報が流れてくるのでとても便利である。しかし，通行止めのお知らせが

「村道○○○号線」と書かれても，どこのことを示しているのかわからない。 

⇒ 【村長コメント】 
   確かに，「村道○○○号線」と書かれても，分からない。アプリには画像等が添付できないため，

工夫する必要があると思う。 

 

 

【４】 原子力発電所のあり方について，東海村の農業について 

【原子力発電所のあり方について】 
  ・茨城新聞に，東日本大震災での汚染物の処理が不適切であったことが載っていた。東海村の職員

がこのようなことで，新聞に載ってしまってはいけない。意識を高くもってもらいたい。 

・昔から付き合いのある，原子力発電所の設計者に話を聞いたところ，設計の段階では耐久年を 20

年としていたようだ。30 年，40 年･･･とその期間が延びているが，出来れば動かさないで欲しい。 

⇒ 【村長コメント】 

・このような記事が掲載されてしまい，大変申し訳ないと思っている。当時のことを，調べること

は困難であるため，今後同じことが起こらないよう意識を変える必要を感じた。このことを踏まえ，

職員には何か問題があった場合は，すぐに状況を報告するよう話した。真摯に受け止めたい。 

・原発の安全基準に関しては，国が定めているものである。科学的な根拠を踏まえ，村長としてど

のように対応すべきかを常に意識している。 

 

 【東海村の農業について】 

  ・東海村の農業支援をもっと具体的に行う必要があるのではないか。農業委員会と農業政策課がタ

イアップして，遊休農地のあり方を検討していけないか。 

⇒ 【村長コメント】 

  ・今年度，農業座談会を各地域で行い，その地域に合った農業のあり方を考える機会を設けた。こ

のことを契機に今後，何かしらタイアップする必要は出てくると思う。 

 

 

【５】広域避難計画と災援プランについて 

  ・災害時の安心サポーターの計画が二転，三転している。 

・災害の時に，動員する人員が重複しているため，現実的でなく，不可能であると思われる。 

・安心サポーターには，災害時の行動例の変更が伝えられていない。 

 ⇒ 【村長コメント】 

お持ちいただいた資料から災援プランの現状がよくわかった。担当課と協議し，行動例の切

り替わりや役割の転換等を整理する。 

 

 

 

 

※特筆事項がなかった方につきましては，掲載を割愛させていただきます。 

 


